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後
継
者

地
域
の
後
継
者

      

　私
は
、
25
歳
の
時
に
家
業
で
あ
る

農
業
を
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
昨

年
ま
で
会
社
勤
め
し
兼
業
農
家
で
し

た
が
、
今
年
か
ら
専
業
農
家
と
し
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　現
在
は
、米
を
主
作
物
と
し
な
が
ら
、

野
菜
な
ど
新
し
い
作
物
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
農
業
者
で
あ
る
両
親

の
背
中
を
追
い
な
が
ら
、
自
分
自
身

の
技
術
を
磨
く
毎
日
で
す
。

　専
業
農
家
は
、
責
任
が
増
え
大
変

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
家
族
と
過
ご

す
時
間
も
増
え
、
じ
っ
く
り
と
自
分

の
ペ
ー
ス
で
農
業
に
携
わ
れ
る
魅
力

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
を
通
し

て
地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
も
今
ま
で
以
上
に
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
、
農
業
者
と
し
て
着

実
に
経
験
と
実
績
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

渡
辺
さ
ん
は
、
今
年
８
月
に
新
設

さ
れ
た
「
本
宮
若
手
農
業
団
」
の
一

員
と
し
て
、
市
内
の
若
手
農
業
者
と

地
域
の
垣
根
を
超
え
た
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。―

渡
辺
琢
哉
さ
ん（
仁
井
田
字
上
野
台
）
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農
家
数
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の

課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
け
ば
よ
い
か
。

　
集
落
で
、
農
地
所
有
者
、
農
業
者
な
ど
が
集
ま

り
、
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
内
容
を

ま
と
め
た
も
の
が
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
で
す
。

　
集
落
の
５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え
作
成
し
た

プ
ラ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
農
業
の
維

持
・
継
続
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
ど
の
よ

う
な
内
容
で
、
プ
ラ
ン
を
実
質
化
（
実
現
）
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
効
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

考
え
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
話
し
合
い
を

ふ
ま
え
、
そ
の
地
域
に
お
い

て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す

農
業
者
、
農
地
の
有
効
活
用

や
生
産
方
法
な
ど
を
決
め
、

地
域
農
業
の
将
来
の
姿
・
あ

り
方
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　
プ
ラ
ン
は
、
農
地
所
有
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
農

地
利
用
意
向
を
反
映
し
た
地

図
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
の

話
し
合
い
の
場
で
課
題
を
共

有
し
合
い
作
成
さ
れ
ま
す
。

本
宮
市
に
お
け
る
プ
ラ

ン
の
取
組
状
況

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
平
成

24
年
度
に
開
始
さ
れ
、
本
宮

市
内
で
は
こ
れ
ま
で
５
地
区

で
プ
ラ
ン
が
作
成
・
実
質
化

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
５
地
区
の
実
質
化

さ
れ
た
プ
ラ
ン
は
、
市
が
公

表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

みんなで読もう！全国農業新聞　■発行日　毎週金曜日　購読料/1か月700円(送料込み)
お申込み・問い合わせは、本宮市農業委員会事務局まで　☎24-5387

人・農地プラン実質化のスケジュール ※農林水産省資料を基に作成

すでに実質化しているか
どうかの判断

工程表の作成・
公表 プラン実質化の取組 実践

市
町
村
に
よ
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
見
極
め

実
質
化
さ
れ
て
い
る

実
質
化
さ
れ
て
い
な
い

該
当
集
落
名
の
公
表

・
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
整
備

・
工
程
表
案
の
作
成

工
程
表
の
公
表

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
地
図
を
作
成

地
域
の
徹
底
し
た
話
し
合
い

話
合
い
結
果
の
取
り
ま
と
め
・
公
表

地
域
で
決
め
た
方
針
の
実
行

引き続き、実質化の取組を推進

作
成
可
能

な
地
区

作
成
困
難

な
地
区
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農業者年金に加入しよう！　～農業者年金で安心で豊かな老後を～
問い合わせは、本宮市農業委員会事務局まで　☎24-5387

ま
と
め

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
作

成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
先
の
農
地
利
用
の
最
適
化

に
向
け
て
プ
ラ
ン
を
「
実

行
」
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
い
く

中
で
、
当
初
描
い
た
将
来
像

と
現
状
が
う
ま
く
一
致
し
な

い
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
は
、
プ
ラ

ン
を
定
期
的
に
見
直
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
意
見
を
交
わ

し
修
正
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
具
体
的
か
つ
有
効

な
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　
農
地
利
用
の
最
適
化
を
使

命
と
す
る
農
業
委
員
会
と
し

て
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関

係
機
関
と
連
携
を
深
め
、
プ

ラ
ン
の
実
質
化
に
積
極
的
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
今
後

求
め
ら
れ
ま
す
。

「人・農地プラン」は…
●集落や地域ごとに中心となる経営体（※）や中心となる経営体（※）に協力する農家、そ
の他の農家を明確にし、中心となる経営体（※）にどのようにして農地を集積させるかな
ど、地域農業の将来のあり方を、地域独自の話し合いによって決めていきます。

話し合って決めた「人・農地プラン」により…
●農地利用の集積・集約化が進み、効率的な農業経営につながります。
●具体的な農地利用方法を検討するため、遊休農地の減少を図ることができます。

「人・農地プラン」を実質化することで…
●農業次世代人材投資資金（経営開始型）、スーパーＬ資金の金利負担軽減措置、経営体育
成支援（農業用機械・施設の導入等支援）などの制度支援が受けられます。

実質化された人・農地プランの要件

①アンケートの実
施

対象地区の農地面積の半分
以上について、おおむね5
～10年後の農地利用に関
するアンケート調査が行わ
れていること。

②地図による現況
把握

対象地区でのアンケート調
査や話し合いを通じ、農業
者の年齢分布や後継者の確
保の状況などが地図により
把握されていること。

③中心となる経営
体（※）への農地
の集約化方針の
作成

（※）経営体とは、農業を営む個人、法人、集落営農
のいずれかを指す。

対象地区を原則として集落
ごとに細分化し、5～10年
後に農地利用を担う中心と
なる経営体（※）に関する
方針を定めること。

法
律
上
の
位
置
付
け

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
「
農

地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
の
中
で
、

「
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の

場
等
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
作
成
さ
れ
た
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
地
域
の
中
心
と

な
る
農
業
者
へ
農
地
の
集

積
・
集
約
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
作
成
の
た
め
の

話
し
合
い
の
進
め
方
に

つ
い
て

　
プ
ラ
ン
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
対
象
地
区
の
範
囲
を

定
め
て
話
し
合
い
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
話
し
合
い
の
参
加
者
は
、

プ
ラ
ン
の
主
役
と
な
る
農
地

所
有
者
、
農
業
者
、
地
域
住

民
を
は
じ
め
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
な
ど
と
な

り
ま
す
。

　
話
し
合
い
に
は
、
プ
ラ
ン

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
、
農
地
利
用
意
向
を
反
映

し
た
地
図
な
ど
を
活
用
し
、

参
加
者
全
員
が
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
進
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

～人・農地プランは地域農業の未来を描く設計図です～



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ま
ん
延
に
よ
る
世
界
情
勢

の
悪
化
な
ど
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
が
劇
的
に

変
化
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
東
日
本
台
風
被

害
か
ら
立
ち
直
る
間
も
な

く
、
次
か
ら
次
へ
と
発
生

す
る
リ
ス
ク
に
、
早
め
の

備
え
を
し
て
い
く
必
要
性

を
強
く
感
じ
ま
す
。

　
一
方
で
明
る
い
話
題
も

あ
り
ま
す
。
今
年
８
月
に

市
内
若
手
農
業
者
有
志
が

「
本
宮
若
手
農
業
団
」
を

結
成
し
、
今
号
の
表
紙
を

飾
っ
た
渡
辺
琢
哉
さ
ん
も

そ
の
一
人
で
す
。

　
今
後
も
さ
ら
に
多
く
の

明
る
い
記
事
を
お
届
け
で

き
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

編
集
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

広
報
編
集
委
員 

　渡
辺
謙
輔

　伊
藤
隆
一

　石
橋
広
基

　渡
辺
善
幸

■2020年（令和2年）10月1日発行　■発行/本宮市農業委員会　■編集/本宮市農業委員会広報編集委員会
〒969-1192　福島県本宮市本宮字万世212番地　☎0243-24-5387　FAX 0243-34-3138
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農
業
委
員
会
で
は
、
農
地

利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
を
図
る
た
め
、
８
月
か

ら
９
月
末
ま
で
の
２
か
月
間
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
市
内
全
農
地

を
対
象
に
現
地
調
査
を
実
施
し
、

農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た

農
地
の
無
断
転
用
は
違
反
で
す
！

自然災害などに備えて
農業保険に加入しましょう！

編
集
後
記

 

所
有
農
地
管
理
の

 

お
願
い

　
雑
草
が
繁
殖
し
て
い
る
耕

作
放
棄
地
は
、
病
害
虫
の
発

生
原
因
と
な
り
、
周
辺
農
地

へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
所
有
農
地
が
遊
休
農
地
化

し
て
い
る
場
合
は
、
耕
作
の

再
開
ま
た
は
草
刈
り
・
耕
起

な
ど
の
保
全
管
理
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●農地を売買または賃借したい
●農地を農業以外の目的で使用したい
●農地に盛土を行いたい
●農地を相続した　など
～地域の大切な資源である農地を守るため、許可や届出
が必要となります～

　
農
地
転
用
の
許
可
を
得
ず
に
、
無
断
で
農
地
を
転
用
す
る

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
違
反
転
用
が
発
覚
し
た
場
合
、
所
有
者
ま
た
は
事
業
者
は
、

原
状
回
復
命
令
や
罰
金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
農

地
転
用
許
可
後
に
事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
な
ど
の
命
令
が
出
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
農
地
転
用
を
す
る
場
合
や
事
業
計
画
を
変
更
す
る
場
合
は
、

事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農業経営には、あらゆるリスクが存在します。

詳しくは、農業共済組合へお問い合わせください。
福島県農業共済組合安達支所
TEL0243-23-7777㈹

さまざまなリスクをカバーしたいとき
収入保険 をおすすめします！
●青色申告を行っている農業者が対象
●すべての農産物を対象に自然災害や価格低下な
ど、経営努力では避けられない収入減少を補償

農地に関する手続きは、農業委員会へ


